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項 目 要  約 

１．研究の概要 福島第一原子力発電所格納容器内コンクリートの事故時温度分布解析に

基づき模擬変質コンクリート試料の調製およびそれを用いた特性評価、拡

散・収着試験を実施することで、コンクリート材料の汚染分布の経時変化

の現象理解を図る。また、発生する放射性コンクリート廃棄物の放射能レ

ベル区分および物量等の将来予測を行うことで、福島第一原子力発電所の

コンクリート材料に対する最適な解体、処理・処分方法を明らかにする手

法の確立を目的とし、以下の研究開発を行う。 

１）変質コンクリートの調製 

２）核種移行特性の評価 

３）廃棄物管理シナリオ評価 

２．総合評価 
Ｓ

・廃棄物処理・処分の研究においては、個々の研究が多く、全体を俯瞰し

たシナリオを作成したことは評価できる。

・重要となる拡散係数について、検証等は必要であるが、本研究にて成果

として示したことは評価できる。

・廃棄物量とその汚染の度合いによる処分場の区分を明確にするなど、総

合的にも優れた成果を得ていると評価できる。

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


